


伊野孝行さん
津図書館トーク&ワークショップ
チラシのデザイン

P
1
　
チ
ラ
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P
2
　
チ
ラ
シ・裏
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写真家、浅田政志さんと夫婦の絵本ユニ
ット、tupera tupera（ツペラ ツペラ）な
どが思いつく。おそらくこの二組はすで
に津で講演会や展示をしているはずだ。
「こういう人もおるんやで」と津市の職
員をしている同級生がしつこくロビー活
動をした結果、私も津出身の文化人に選
ばれました。

50年以上も生きていればこれはズル
ではないとわかる。むしろこうやって実
績は作られていくのだ。次に目指すのは
三重県立美術館での展示か……。
それはさておき、チラシやポスターは

地元のデザイナーが作ってくれるのだろ
うか。図書館の担当者Kさんに聞いてみ
たら「予算がございませんので、わたく
しが無料アプリ等を駆使して毎度作成し

出身の同世代で著名な作家といえ
ば、映画にもなった『浅田家』の津 ております……」とのこと。

それはマズい（Kさんはちっとも悪く
ないですよ）。故郷には錦を着て帰らね
ばならんのだ。ネット時代、来客数に限
りはあっても情報は世界を巡る可能性が
ある。『オリジナリ』にノーギャラで原
稿を描いて3年近くなるか。頼まない手
はない！

BGXの良いところは、デザインだけ
でなく編集者の目線も常に入っていると
ころだ。今回も「ぼくは絵が好きです」
というタイトルやその横のコピーなどに
もアイデアをいただいた。ワークショッ
プも最初は「デッサン会」としていたの
だが、おかげで随分と人が来やすい感じ
になった。募集開始から3日で定員に達
したのは、SNSの拡散もあるが、やはり
デザインによって伝わったニュアンスが
大きいと思う。

結局は無料…　伊野孝行イラストレーター

日
下
潤
一

金
子
兜
太
句
集
そ
の
2

メ
モ
ラ
ン
ダ
ム・
本
の
デ
ザ
イ
ン

（
風
発
行
所
／
1
9
6
1
年
）
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上
右
　
目
次
／
上
左
　
表
紙

表
紙
の
小
口

（
チ
リ
）

表紙と函

か
。
こ
の
本
は
新
書
判
で
、
本
文
サ
イ
ズ
は
左
右

1
0
6
ミ
リ
、
天
地
1
6
8
ミ
リ
。
標
準
的
な

新
書
サ
イ
ズ
は
1
0
5
ミ
リ
×
1
7
3
ミ
リ
。

表
紙
の
チ
リ
の
分
、
天
地
を
短
く
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
新
書
判
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
で
小
さ
な
判
型

の
句
集
は
、
意
外
な
印
象
。
簡
素
だ
が
、
品
が
あ

る
。
表
紙
に
は
チ
リ
が
あ
る
。
薄
い
ボ
ー
ル
紙
に

布
貼
り
。
文
字
は
茶
色
の
箔
押
し
。
ス
ピ
ン
が
あ

り
、
こ
れ
も
茶
色
。
見
返
し
は
ク
リ
ー
ム
色
の
厚

手
の
紙
。
本
文
用
紙
は
薄
い
柔
ら
か
い
紙
で
、
ペ

ー
ジ
が
気
持
ち
よ
く
開
く
。
薄
い
が
気
に
な
る
ほ

ど
裏
う
つ
り
は
な
い
。

目
次
が
面
白
い
。
極
端
に
項
目
と
ノ
ン
ブ
ル
を

あ
け
て
い
る
。
こ
う
い
う
意
識
は
誰
の
も
の
だ
ろ

う
か
。
金
子
兜
太
か
版
元
の
沢
木
欣
一
か
。
本
文

の
組
版
も
ふ
く
め
て
（
部
の
扉
、
俳
句
、
あ
と
が

き
、
年
譜
、
奥
付
）
と
て
も
体
裁
に
気
が
配
ら
れ

て
い
る
。

本
文
は
1
ペ
ー
ジ
五
句
組
天
地
揃
え
。
本
文
の

「
現
代
俳
句
新
書
　

I
」
と
あ
る
が
、

そ
の
後
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
続
い
た
の

函
に

句
は
均
等
ア
キ
で
ペ
ー
ジ
の
半
分
く
ら
い
。
ま
ず

こ
れ
に
お
ど
ろ
く
。
地
の
ア
キ
が
74
ミ
リ
、
句
の

天
地
が
74
ミ
リ
と
同
じ
。
天
は
20
ミ
リ
ア
キ
。

使
わ
れ
て
い
る
金
属
活
字
の
書
体
が
気
に
な
る
。

五
号
。
古
い
タ
イ
プ
デ
ザ
イ
ン
。
東
京
築
地
活
版

製
造
所
の
も
の
に
似
て
い
る
と
思
っ
た
の
で
、
近

代
日
本
語
活
字
史
を
研
究
す
る
の
内
田
明
さ
ん
に

ブ
レ
ン
ド
型
が
出
回
り
や
す
い
環
境
が
あ
っ
た
の

か
と
想
像
し
ま
す
。
1
9
6
0
年
代
ま
で
の
活
版

印
刷
所
で
は
、
自
社
活
字
を
開
発
す
る
と
こ
ろ
以

外
は
、
主
要
取
引
先
の
活
字
屋
の
書
体
を
、
サ
イ

ズ
が
揃
え
ば
何
の
疑
問
も
持
た
ず
に
使
っ
て
い
た
。

む
し
ろ
選
り
好
み
せ
ず
に
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
状

ら
、
仕
入
れ
て
い
る
印
刷
所
の
五
号
は
混
植
（
ブ

レ
ン
ド
）
に
な
る
。
自
家
鋳
造
し
て
い
た
印
刷
所

で
も
、
特
別
の
注
文
を
せ
ず
「
一
式
」
で
母
型
屋

か
ら
仕
入
れ
た
ら
、
そ
の
母
型
が
ブ
レ
ン
ド
型
の

セ
ッ
ト
な
ら
ば
混
植
に
な
る
で
し
ょ
う
。〉

こ
れ
ま
で
こ
の
連
載
で
、
戦
後
の
古
い
本
（
す

べ
て
金
属
活
字
）
を
見
て
き
た
け
れ
ど
、
ど
う
し

て
本
文
の
活
字
書
体
に
気
を
留
め
ず
に
き
た
の
か
。

活
字
研
究
家
で
タ
イ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
小
宮
山
博

史
さ
ん
に
よ
る
と
、
活
字
屋
さ
ん
た
ち
は
書
体
の

良
し
悪
し
に
は
敏
感
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
自
分
達

が
作
る
活
字
に
い
か
す
た
め
（
無
断
で
よ
そ
の
デ

た
ず
ね
て
み
た
。

〈（
こ
の
本
使
わ
れ
て
い
る
活
字

は
）
大
正
か
昭
和
に
な
っ
て
か
ら

の
も
の
か
、
9
割
方
は
築
地
活
版

製
造
所
か
秀
英
舎
、
1
割
は
正
体

不
明
の
書
体
の
活
字
。
か
つ
て
、

森
川
龍
文
堂
の
昭
和
10
年
代
の
見

本
帖
は
「
五
号
明
朝
中
太
型
」
と

し
て
秀
英
五
号
を
、「
五
号
明
朝

細
型
」
と
し
て
築
地
五
号
を
掲
載

し
て
い
る
。
こ
う
い
う
不
思
議
な

ザ
イ
ン
を
盗
用
す
る
）
で
あ
る
。
活
版
印
刷
の
大

手
の
印
刷
所
は
自
前
の
書
体
の
活
字
を
も
っ
て
い

た
。
岩
田
母
型
は
戦
後
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
ベ
ン

ト
ン
彫
刻
機
に
よ
る
明
朝
体
を
作
っ
て
い
る
。
私

の
よ
う
な
、
そ
う
い
う
「
メ
ジ
ャ
ー
な
」
活
字
書

体
に
慣
れ
て
き
た
も
の
に
と
っ
て
は
、
内
田
さ
ん

に
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
所
謂
ブ
レ
ン
ド
型
に
は

目
が
い
っ
て
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
今
回
は
本
文

の
説
明
を
し
て
お
き
な
が
ら
、
図
版
を
掲
載
す
る

ス
ペ
ー
ス
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
次
回
に
本
文
の

デ
ザ
イ
ン
と
ブ
ラ
ン
ド
型
書
体
を
見
せ
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

態
。
取
引
先
の
活
字
屋
が
秀
英
五
号
や

後
期
築
地
五
号
と
い
っ
た
ブ
レ
ン

ド
型
の
五
号
活
字
を
鋳

造
販
売
し
て
い
た
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「人、中年にして、はじめて人たり」とおせいさんは言う。
おせいさんの「中年もの」の登場人物の年齢は
三十代後半ぐらい。わたしの実感よりもすこし若
いけれど、時代を鑑みるとそんなものだろう。
わたしが「田辺聖子」を味わえるようになった
のは四十代、『春情蛸の足』を読んでから。中年
男女のときめきと悲哀をユーモアたっぷりに描い
た短編集は、おでん、すきやき、たこやき、お好
み焼き、きつねうどん、大阪ならではの味が主役
とも言える。背中をそっと撫でてもらったような
温もりがあり、肌寒くなると読みたくなる一冊だ。
何よりこの本に出てくる中年男のいじましく健気
なことよ。色とりどりに情けなくて、身をよじっ
て笑ってしまう。人生の滋味とほろ苦さ。軽やか
であたたかい人間讃歌が大阪弁でいきいきと描か

れている。二十代の頃にはその文体におっせかい
さを感じて読了できなかったというのに、わたし
もやっと「人」になったということか。
グラビアで見る田辺邸はロココ調。華やかなシ
ャンデリアに猫足ソファ。花柄、レース、リボン、
ポプリ、人形、ぬいぐるみに溢れており、そのど
れにも興味のないわたしだが、おせいさんにはよ
く似合っていて好感を持つ。何と言っても、どう
かしているほどスヌーピーを愛する姿、その笑顔
には思わず目尻が下がってしまう。おせいさんは
実にかわいい人だ。

D
V
D
を
差
し
出
し
て
、「
こ
れ
、

観
と
い
て
く
れ
や
」

ぬ
っ
と

大
森
一
樹
は
い
つ
も
の
よ
う
に
ぶ
っ
き
ら
棒
に
言

っ
た
。『
ふ
ん
ど
し
医
者
』
と
あ
っ
た
。

江
戸
末
期
の
時
代
劇
。
1
9
6
0
年
東
宝
作
品
。

中
野
實
の
戯
曲
を
菊
島
隆
三
が
脚
色
。
監
督
稲
垣
浩
。

主
演
森
繁
久
彌
、
原
節
子
。
長
崎
で
蘭
方
を
学
ん
だ

二
人
の
医
者
（
森
繁
と
山
村
聰
）
が
江
戸
へ
帰
る
途

中
、
大
井
川
で
川
止
め
に
遭
い
、
そ
こ
で
住
人
を
治

療
し
た
森
繁
は
市
井
の
人
の
医
者
に
な
る
と
留
ま
り
、

山
村
は
江
戸
へ
向
か
う
。
山
村
を
追
っ
て
来
た
原
は

森
繁
の
決
断
に
惹
か
れ
、
妻
に
収
ま
る
。
原
は
博
打

好
き
。
負
け
る
と
森
繁
が
着
物
を
脱
い
で
ふ
ん
ど
し

一
つ
に
な
り
、
金
を
作
る
。
人
呼
ん
で
〈
ふ
ん
ど
し

医
者
〉。

母
校
の
京
都
府
立
医
大
が
創
立
百
五
十
年
の
記
念

事
業
で
コ
ン
ペ
を
や
る
の
で
こ
の
企
画
の
映
画
化
で

応
募
し
た
い
、
つ
い
て
は
お
前
に
脚
本
を
頼
み
た
い

と
大
森
は
言
っ
た
。
僕
は
聞
き
流
し
た
。
以
前
の
仕

事
で
脚
本
を
大
幅
改
変
さ
れ
、
二
度
と
仕
事
す
る
ま

い
と
決
め
本
人
に
も
言
っ
て
い
た
。

し
ば
ら
く
し
て
珍
し
く
大
森
が
興
奮
気
味
に
、
あ

の
映
画
企
画
が
コ
ン
ペ
の
最
優
秀
賞
を
獲
っ
た
、
つ

い
て
は
早
速
お
前
に
脚
本
を
…
と
言
う
の
で
「
自
分

で
書
け
よ
」
と
返
し
た
。
数
日
し
て
つ
い
て
は
お
前

に
…
と
ま
た
し
つ
こ
く
言
う
の
で
、
途
中
で
今
回
は

改
変
厳
禁
と
釘
を
刺
す
、
そ
れ
で
も
い
じ
る
な
ら
さ

っ
さ
と
降
板
し
よ
う
と
決
め
、
調
べ
も
の
（
面
倒
く

さ
い
が
楽
し
い
。
大
森
は
多
分
苦
手
）
を
始
め
、
第

一
稿
を
書
き
上
げ
た
。

元
ネ
タ
に
あ
る
ヤ
ク
ザ
者
（
夏
木
陽
介
）
が
喧
嘩

で
刺
さ
れ
た
腎
臓
の
摘
出
手
術
を
森
繁
が
行
い
、
そ

の
夏
木
が
稼
業
の
足
を
洗
い
医
者
を
目
指
し
て
長
崎

で
学
び
、
医
者
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
と
言
う
大
枠

の
み
残
し
た
。〈
ふ
ん
ど
し
〉
の
趣
向
は
カ
ッ
ト
。

余
談
で
す
が
、
森
繁
は
相
変
わ
ら
ず
達
者
な
好
演

だ
が
、
原
は
明
ら
か
に
ミ
ス
キ
ャ
ス
ト
（
僕
が
こ
の

人
、
苦
手
な
の
も
あ
る
が
）。
原
節
子
に
博
打
場
も
、

負
け
て
ふ
ん
ど
し
一
つ
の
森
繁
と
並
ん
で
帰
る
の
も

似
合
わ
な
い
。

第
一
稿
を
読
ん
で
大
森
は
手
放
し
で
褒
め
て
く
れ
、

こ
れ
か
ら
府
立
医
大
が
協
賛
金
を
集
め
る
か
ら
、
目

処
が
つ
い
た
ら
準
備
を
始
め
る
ぞ
と
意
気
込
ん
だ
が

直
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
全
世
界
が
襲
わ
れ
た
。
当
然

金
集
め
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
三
年
の
空
白
の
間
に
大

森
が
急
逝
し
た
。
金
が
集
ま
ら
ず
潰
れ
た
映
画
は
山

ほ
ど
あ
っ
た
が
、
監
督
が
い
な
く
な
る
な
ん
て
初
め

て
だ
。
驚
い
た
。

や
っ
と
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
が
終
息
、
大
森
一
樹
の
た
め

に
書
い
た
『
幕
末
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
』
と
名
付
け
た
第

一
稿
だ
け
が
残
っ
た
。
大
森
の
旧
知
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
に
相
談
、〈
弔
い
合
戦
〉
を
や
ろ
う
と
再
始
動

し
た
。
監
督
は
大
森
の
盟
友
、
緒
方
明
が
引
き
受
け

て
く
れ
た
。
と
は
言
え
先
立
つ
も
の
は
金
で
、
府
立

医
大
も
協
賛
金
集
め
を
再
開
、
何
と
か
製
作
費
の
目

処
も
立
ち
、
め
で
た
く
十
一
月
下
旬
に
ク
ラ
ン
ク
イ

ン
の
運
び
と
な
っ
た
。
物
語
の
舞
台
を
大
井
川
か
ら

京
都
に
移
し
、
後
半
は
新
撰
組
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い

も
絡
め
た
。

主
演
佐
々
木
蔵
之
介
。
内
藤
剛
志
、
真
木
よ
う
子
、

藤
原
季
節
ほ
か
。
大
森
の
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
た
ち
』

（
80
）
の
生
き
残
り
、
柄
本
明
も
出
る
。
伊
藤
蘭
も

…
出
る
か
な
ぁ
。

公
開
は
25
年
11
月
の
予
定
。
僕
に
と
っ
て
は
13
年

ぶ
り
の
映
画
作
品
に
な
る
。

内
藤
が
、
今
回
が
映
画
の
遺
作
に
な
る
と
言
っ
て

い
た
そ
う
だ
が
、
僕
も
似
た
よ
う
な
思
い
で
い
る
。

お
互
い
歳
取
っ
た
ね
、
内
藤
さ
ん
。

大
森
一
樹
の
置
き
土
産

西
岡
琢
也

38

にしおか・たくや　1956年、京都府生まれ。脚本家。代表作に『ガキ
帝国』『TATTOO〈刺青〉あり』『沈まぬ太陽』『はやぶさ～遥かなる
帰還』、TVドラマ「京都迷宮案内」シリーズ、「返還交渉人」など。

霜田あゆ美

短期連載
下

Portrait
of My Love

しもだ・あゆみ　1967年、神奈川県生まれ。イラ
ストレーター。画材店に勤務後、2000年より絵の
仕事を始める。2025年がどんな年になるかわかり
ませんが、のんびりやっていきます。7 6



月
は
巻
頭
特
集
に
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
頃
に
「
津
ス
カ
ラ

座
」
で
観
た
映
画
を
。（
20
年
以
上
前
に
閉
館
。
調
べ
る
と

今まだ建
物
は
残
っ
て
い
る
み
た
い
。
帰
っ
た
ら
行
く
）

小
5
の
時
に
家
族
で
観
に
行
っ
た
『
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
』
は
同
時

上
映
の
『
新M

r.B
oo!

ア
ヒ
ル
の
警
備
保
障
』
の
方
が
面
白
か
っ

た
。
中
1
の
時
に
友
達
と
観
た
『
ネ
バ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ス
ト

ー
リ
ー
』
も
抱
き
合
わ
せ
の
『
B 

M 

X
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
』
の
方

が
断
然
面
白
か
っ
た
。
ど
っ
ち
も
期
待
し
な
い
で
観
た
か
ら
か
な
。

と
に
か
く
興
奮
冷
め
や
ら
ず
帰
り
は
マ
マ
チ
ャ
リ
で
B 

M 

X
風
に

ウ
ィ
リ
ー
な
ど
し
た
と
思
う
。

40
年
ぶ
り
に
『
B 

M 

X
…
』
を
観
た
感
想
を
述
べ
ま
す
（
U‒

N
E
X
T
で
配
信
中
）。
ま
ず
驚
い
た
の
は
ヒ
ロ
イ
ン
が
16
歳
の
ニ
コ

ー
ル
・
キ
ッ
ド
マ
ン
だ
っ
た
こ
と
。
し
か
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
映

画
。
ニ
キ
ビ
面
男
子
の
二
人
組
が
彼
女
と
共
に
B 

M 

X
に
乗
っ
て

銀
行
強
盗
団
を
や
っ
つ
け
る
話
。
全
く
覚
え
て
な
い
。
強
盗
団
が

改
造
し
た
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
、
た
く
さ
ん
手
に
入
れ
た
こ
と
か

ら
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
が
、
無
線
の
会
話
は
警
察
に
筒
抜
け
で

工
事
現
場
で
も
混
線
し
て
、
前
半
は
脚
本
が
面
白
い
。
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
の
ア
ン
テ
ナ
が
ギ
ャ
ン
グ
の
目
に
刺
さ
る
シ
ー
ン
に
爆
笑
。

中
盤
か
ら
の
強
盗
団
と
の
追
い
か
け
っ
こ
チ
ェ
イ
ス
が
長
く
て
欠

伸
が
出
る
。
も
っ
と
筒
抜
け
設
定
を
活
か
せ
ば
よ
か
っ
た
の
に
。

子
ど
も
の
頃
に
し
か
出
会
え
な
い
キ
ッ
ズ
映
画
だ
っ
た
。
確
か

め
に
い
っ
て
思
い
出
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
。

伊
野
孝
行

続

いの・たかゆき　1971年、三重県生まれ。イラストレーター。第44回講談社出版文化賞、
第53回高橋五山賞。著書に『画家の肖像』『となりの一休さん』などがある。テレビア
ニメに「オトナの一休さん」。最新刊は南伸坊さんとの対談本『いい絵だな』。
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せきかわ・なつお　1949年、新潟県生まれ。作家。代表作に
『海峡を越えたホームラン』（双葉社／第7回講談社ノンフィクショ
ン賞）『「坊っちゃん」の時代』（双葉社／谷口ジローと共作・第2回
手塚治虫文化賞）、近著に『人間晩年図巻』シリーズ（岩波書店）。

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」の
月
給
1

関
川
夏
央

昭
和
残
照
二
十
八 あ

て
が
っ
た
。 

時
は
九
月
初
め
、
や
た
ら
暑
い
。
風
呂
に
入
っ
た

帰
り
に
見
る
と
、
涼
し
げ
な
部
屋
が
い
く
つ
も
空
い

て
い
る
。
足
元
を
見
や
が
っ
た
な
。
腹
を
立
て
た
坊

っ
ち
ゃ
ん
は
、
相
手
を
恐
れ
入
ら
せ
て
や
れ
、
と

「
茶
代
」（
帳
場
へ
の
チ
ッ
プ
）
を
五
円
や
っ
た
。
五
円

は
五
万
円
と
み
て
よ
い
。
余
裕
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な

い
。
た
ん
に
あ
と
先
を
考
え
な
い
の
で
あ
る
。 

東
京
を
出
る
と
き
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
手
元
に
は
六

百
円
の
残
り
が
三
十
円
が
あ
っ
た
。
四
国
ま
で
の
旅

費
に
十
六
円
使
っ
た
。
そ
こ
か
ら
五
円
出
し
た
ら
、

も
う
東
京
に
は
帰
れ
な
い
。
し
か
し
月
末
に
は
四
十

円
の
月
給
を
も
ら
え
る
の
だ
か
ら
構
う
も
の
か
、
と

見
栄
を
張
っ
た
。
そ
ん
な
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
、
旧
制
中

学
の
教
師
が
無
事
つ
と
ま
る
だ
ろ
う
か
。 

漱
石
の
小
説
の
主
人
公
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
は
、

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
夏
、
二
十
三
歳

で
物
理
学
校
（
の
ち
東
京
理
科
大
学
）
を
卒
業
し
た
。

卒
業
間
も
な
く
、
物
理
学
校
の
校
長
が
推
薦
し
て
く

れ
て
、
四
国
の
中
学
校
の
数
学
教
師
と
し
て
赴
任
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
月
給
は
四
十
円
だ
と
い
う
。 

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
は
東
京
・
牛
込
辺
の
地
主
の
次
男
、

直
情
径
行
で
人
に
の
せ
ら
れ
や
す
い
性
格
の
青
年
だ

が
、
漱
石
の
「
猫
」
と
お
な
じ
く
名
前
は
な
い
。
赴

任
先
は
四
国
の
「
二
十
五
万
石
の
城
下
」（
実
際
は
十

五
万
石
）
だ
が
、
地
名
を
明
ら
か
に
し
な
い
。 

坊
っ
ち
ゃ
ん
の
父
親
は
明
治
三
十
五
年
初
め
、
卒

中
で
死
ん
だ
。
母
親
は
そ
れ
以
前
に
死
ん
で
い
る
。

「
愛
さ
れ
ざ
る
の
子
」
で
あ
っ
た
彼
は
、
色
白
で
美

男
、
芝
居
と
英
語
の
好
き
な
兄
と
も
不
仲
で
、
女
中

の
「
清き

よ

」
だ
け
が
味
方
で
あ
っ
た
。
清
は
「
瓦
解
」

以
前
に
は
「
由
緒
あ
る
家
」
の
娘
で
あ
っ
た
ら
し
い

が
、
い
ま
は
も
う
「
ば
あ
さ
ん
」
で
あ
る
。
清
と
坊

っ
ち
ゃ
ん
は
、
い
わ
ば
「
反
近
代
」
で
結
ば
れ
た
仲

で
あ
っ
た
。 

父
が
死
ん
だ
年
の
夏
、
東
京
高
等
商
業
（
の
ち
一

橋
大
学
）
を
卒
業
し
た
兄
は
貿
易
会
社
に
就
職
し
た
。

そ
の
九
州
の
支
店
に
赴
任
す
る
前
に
「
坊
っ
ち
ゃ

ん
」
の
下
宿
を
訪
ね
た
兄
は
、
以
後
い
っ
さ
い
面
倒

は
見
な
い
と
念
を
押
し
た
う
え
で
、
六
百
円
く
れ
た
。

そ
れ
は
実
家
の
家
屋
敷
を
処
分
し
た
金
の
一
部
で
あ

っ
た
。
兄
は
さ
ら
に
五
十
円
出
し
、
こ
れ
は
清
に
や

っ
て
く
れ
と
い
っ
た
。 

六
百
円
は
現
在
の
購
買
力
で
は
六
百
万
円
程
度
、

そ
の
六
百
円
を
ど
う
使
う
か
。 

一
人
で
世
の
中
を
渡
っ
て
い
く
に
は
教
育
と
資
格

が
必
要
だ
。
専
門
学
校
の
年
限
は
三
年
だ
か
ら
、
六

百
円
を
三
で
割
っ
て
二
百
円
、
三
年
間
は
勉
強
で
き

る
。
で
は
何
を
勉
強
す
る
か
。
文
学
以
外
な
ら
な
ん

で
も
い
い
や
と
思
い
な
が
ら
、
た
ま
た
ま
通
り
か
か

っ
た
飯
田
橋
の
物
理
学
校
が
生
徒
募
集
し
て
い
た
か

ら
、
そ
の
場
で
入
学
願
書
を
出
し
た
。
こ
れ
も
「
親

譲
り
の
無
鉄
砲
」
の
せ
い
だ
と
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
い
う

が
、
地
主
で
「
何
も
せ
ぬ
男
」
で
あ
っ
た
父
親
は

「
無
鉄
砲
」
と
は
も
っ
と
も
遠
い
人
で
あ
っ
た
。 

物
理
学
校
は
東
大
工
科
大
学
の
卒
業
生
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
始
め
た
学
校
で
、
志
望
者
は
全
員
入
学
さ

せ
る
。
だ
が
、
進
級
・
卒
業
の
厳
し
い
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
た
。
自
分
の
成
績
は
下
か
ら
数
え
た
方
が
早

か
っ
た
、
と
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
い
う
が
、
明
治
三
十
五

年
入
学
の
同
期
二
百
八
名
の
う
ち
三
年
で
卒
業
で
き

た
も
の
は
二
十
五
名
だ
け
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
そ
の
な

か
に
い
た
。 

四
国
は
遠
い
。
汽
車
と
船
で
三
日
か
か
っ
た
。
港

に
着
き
、
そ
こ
か
ら
お
も
ち
ゃ
の
よ
う
な
汽
車
に
乗

っ
て
旧
城
下
へ
。
飛
び
込
ん
だ
旅
館
で
は
、
満
員
だ

と
い
っ
て
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
階
段
下
の
暗
い
部
屋
を

イラストレーション………南伸坊
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を買うのが好きでたまらない様子でよく通って下さ
った。一度だけNさんの店にお邪魔したが、バック
ヤードには陶器より本のほうがたくさん積み上げら
れており「これじゃ何屋かわからんね」と苦笑され
ていた。二万冊を超える蔵書の中からよく売っても
下さった。それらの本はかけだしの古本屋には勉強
になった。興味を惹かれた本は自宅に持ち帰ること
も。Nさんの本で知り好きになった書き手は、小沢
昭一、神吉拓郎、出久根達郎。古本屋さんが書いた
本は好んで読んでいたのに、その代表格たる出久根
さんを読んでいなかった。Nさんが売ってくれた
『漱石を売る』『いつのまにやら本の虫』らはいずれ
も面白く、自分でも出久根さんの本を買うように。
本書はその最初の一冊。古本のみならず、久世光彦、
池内紀らの新刊、ボクも定期購読していた「彷書月
刊」のこと、自分の読書生活のことなど。収中車谷
長吉『漂流物』の評あり。車谷氏の文業を、誰もが
持っている「「コンチクショウ」の世界」だとし、
通常それを露わにするのは生々しく汚い表現になる
ところ、車谷氏の文章は清冽だという。出久根さん
自身とはまったくタイプの違う作家への評に感じ入
った。

Nさんはやがて西院のほうに引っ越され、めった
にお越しになることはなくなった。先日久々お見え
になった時、変わらぬ本への興味と、親子ほど年の
離れた自分への物腰の柔らかさに、こういう人のお
かげで店を続けていられるのだと実感した。

店のかつてのご常連Nさんは、七十がらみ
男性、嵯峨育ち、五条坂の陶器店店主。本弊

学5年生の時に出会って以来の心のマンガ。
それまで知っていた「コロコロコミック」小

のマンガとは、およそ異質な世界だった。自分の趣
味嗜好の源流。以降、繁華街の書店や古書の通販で
鬼太郎、悪魔くんはじめ朝日ソノラマの短編集など
買い、高校生になると市販されていない籠目舎「水
木しげる叢書」などの復刻本を予約購読する水木フ
ァンになっていったが、その頃も今も一番好きなの
は三平。鬼太郎、悪魔くんは人智を超えた能力を持
つヒーロー的存在だが、三平はとりたてて特殊な能
力を持たないお人好しの少年。そこがいい。山奥に
おじいさんと暮らしていたが、ひょんなことから河
童と知り合う。たぬきや死神とも交流。彼らとの絶
妙なやりとり、おかしみと寂寥感、水木さんの田舎
の暮らしへの憧れが込められた牧歌性がたまらない。
名シーンとして挙げる人の多い、おじいさんが死
神に連れ去られひとりぼっちになった三平が家でぽ
つんと寝そべるシーンは、小学生のボクにも沁みた。
終盤では三平自身が死んでしまう（三平は死後、人
からは言葉も姿も聞こえず見えない魂として点線で
描かれ続ける）。主人公がかくもあっけなく死んで
しまうことにも驚いた。それまでのボクが知るマン
ガにおいて、死はこの上なくドラマチックな悲劇だ
ったはずなのに、いささかもそうではなく、淡々と
ブッキラボーに描かれている。そのドライさをとて
も貴重に思う。

出
久
根
達
郎

﹃
古
本
・
貸
本
・
気
に
な
る
本
﹄

河
出
書
房
新
社
／
2
0
0
4
年

『
岬
』
の
ゲ
ラ
を
眺
め
て
い
て
、
高
橋
秀
実
（
急
逝

に
は
驚
い
た
！
　
合
掌
）
の
新
刊
『
こ
と
ば
の
番

人
』（
集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
を
思
い
出
し
た
。

校
正
者
の
仕
事
を
い
つ
も
の
〈
秀
実
節
〉
で
追
っ

た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
が
、
中
で
ベ
テ
ラ
ン
校
正

者
が
「
日
本
語
に
は
標
準
表
記
が
な
い
」「〈
正
書

法
〉
が
な
い
極
め
て
珍
し
い
言
葉
」
と
話
す
。

（
日
本
語
の
）
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
と
い
う
形
態
は
、

漢
字
や
漢
字
か
ら
派
生
し
た
仮
名
の
交
じ
ら
せ
方
に

公
式
な
正
解
が
な
く
、
だ
か
ら
こ
そ
校
正
者
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
だ
。

秀
実
は
書
く
。
そ
し
て
「
本
気
で
校
正
す
れ
ば
、

間
違
い
は
絶
対
見
つ
か
り
ま
す
」
と
校
正
者
は
断
言

す
る
。
日
本
語
は
〈
正
解
の
な
い
言
葉
〉
と
言
わ
れ

る
と
、
何
だ
か
居
心
地
が
悪
い
。

脚
本
の
世
界
で
は
以
前
か
ら
、
監
督
や
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
、
俳
優
（
最
近
は
俳
優
事
務
所

の
社
長
と
か
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
）
が
隙
あ
ら
ば
脚
本

を
弄い

じ

ろ
う
と
す
る
。
い
つ
も
頭
か
ら
湯
気
を
出
し
て

抵
抗
す
る
が
、〈
正
解
の
な
い
言
葉
〉
を
使
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
れ
ば
納
得
も
す
る
。
脚
本
は
何
度
で
も

改
稿
出
来
る
。
ど
こ
で
納
得
、
諦
め
る
か
だ
。

所
詮
な
べ
て
世
の
中
は
そ
れ
ぞ
れ
個
々
人
の
〈
物

差
し
〉
の
戦
い
な
ん
だ
と
改
め
て
気
付
か
さ
れ
た
、

駒
場
の
一
日
で
し
た
。

は
い
た
が
、
作
家
（
小
説
家
）

は
「
一
行
の
推
敲
に
数
日
か
け

憧
れ
て

る
」
と
何
か
で
読
ん
で
、
い
ら
ち

0

0

0

の
自
分
に
は
無
理

だ
と
あ
っ
さ
り
諦
め
た
。
し
か
し
そ
の
初
志
へ
の
未

練
か
ら
か
、
作
家
の
回
顧
録
や
評
伝
、
編
集
者
の
交

遊
録
は
好
ん
で
読
む
。
創
作
の
裏
話
や
出
版
の
内
幕

に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。

日
下
潤
一
兄
が
招
待
券
を
く
れ
た
の
で
、
駒
場
・

日
本
近
代
文
学
館
の
〈
編
集
者
か
く
戦
へ
り
〉
展
へ

行
っ
た
。
作
家
と
作
品
の
回
顧
展
は
よ
く
あ
る
が
、

編
集
者
か
ら
見
直
す
と
言
う
企
画
は
面
白
い
。
中
で

も
〆
切
り
を
め
ぐ
る
編
集
者
と
作
家
の
手
紙
に
目
を

惹
か
れ
た
。

成
瀬
巳
喜
男
『
放
浪
記
』（
62
）
に
売
れ
っ
子
に

な
っ
た
林
芙
美
子
（
高
峰
秀
子
）
邸
の
応
接
間
で
、

大
勢
の
編
集
者
が
愚
痴
り
な
が
ら
原
稿
を
待
つ
シ
ー

ン
が
あ
っ
た
。
作
家
っ
て
中
々
書
か
な
い
ん
で
す
よ
。

売
れ
た
ら
何
本
も
掛
け
持
っ
て
る
か
ら
書
け
な
い
。

売
れ
て
な
く
て
も
〈
推
敲
に
数
日
〉
だ
か
ら
書
け
な

す
る
作
家
の
字
は
小
さ
い
。
両
者
の
力
関
係
が
如
実

に
出
て
ま
す
ね
ぇ
。

手
書
き
の
小
説
の
生
原
稿
、
ゲ
ラ
も
多
数
展
示
さ

れ
て
い
る
が
総
じ
て
作
家
の
字
は
小
さ
い
。
あ
の
骨

太
な
作
品
の
多
い
吉
村
昭
の
字
が
、
神
経
質
そ
う
で

小
さ
い
の
に
は
驚
い
た
。

推
敲
の
痕
跡
が
残
る
原
稿
が
多
い
中
で
圧
巻
は
、

中
上
健
次
『
岬
』（
76
）
の
ゲ
ラ
原
稿
の
山
だ
。
編

集
者
高
橋
一
清
の
執
拗
な
ダ
メ
出
し
に
、
新
人
中
上

が
直
し
を
繰
り
返
す
修
羅
場
が
垣
間
見
え
る
。
ゲ
ラ

の
方
々
に
細
か
い
指
摘
や
疑
問
点
、
具
体
的
に
言
葉

の
変
更
を
指
示
す
る
高
橋
の
字
が
所
狭
し
と
あ
る
。

よ
く
我
慢
し
た
ね
、
中
上
も
。

い
つ
か
信
濃
大
町
に
中
篇
小
説
の
映
画
化
権
を
も

ら
い
に
行
っ
た
ら
丸
山
健
二
が
、
文
芸
誌
で
中
上
と

対
談
し
た
時
の
話
を
し
て
く
れ
た
。
雪
深
い
旅
館
の

二
階
で
対
談
中
、
水
割
り
を
飲
ん
で
い
た
中
上
は
、

軒
の
庇
の
つ
ら
ら

0

0

0

を
氷
代
わ
り
に
グ
ラ
ス
に
入
れ
る

か
ら
取
っ
て
こ
い
と
若
い
編
集
者
に
命
じ
た
と
言
う
。

人
気
作
家
に
な
っ
て
〈
江
戸
の
敵
は
長
崎
〉
だ
ね
。

ホ
ン
ト
は
高
橋
一
清
に
や
ら
せ
た
か
っ
た
ん
だ
ろ
う

な
ぁ
。

大好評だった
日本近代文学館の展覧会
「編集者かく戦へり」
（9月14日から11月23日）
特別寄稿

い
、
書
か
な
い
。
よ
っ
て
編
集
者

は
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
、
入
校
日
を

睨
ん
で
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
す
る
。

因
果
な
商
売
で
す
な
ぁ
、
ま
っ

た
く
。

展
示
さ
れ
た
手
紙
の
攻
防
を
眺

め
る
と
、
編
集
者
の
督
促
の
手
紙

の
字
が
大
き
い
。
反
対
に
言
い
訳

正
解
は
あ
る
の
か

西
岡
琢
也

おおにし・よしたか　1974年、京都府生まれ。京都嵯峨嵐山にある古書店
London Books店主。文芸書を中心に、人文書、美術書、絵本、サブカル
チャーなどを扱う。観光客と地元の人に支えられ営業を続ける。

London Books
616-8366　京都市右京区
嵯峨天龍寺今堀町22

日日読書
大西良貴

33

水
木
し
げ
る

﹃
河
童
の
三
平
﹄
全
5
巻

講
談
社
コ
ミ
ッ
ク
ス
／
1
9
8
6
年

11
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◆ロンドンブックス（京都・嵐山）ウンベルト（京都・夷川）フラヌール書店（東京・不動前）に10部ずつ、
古瀬戸珈琲店（東京・神保町）に5部、置いています

『春情蛸の足』を読んでみようか。お正月に読
みたい本はもうひとつ。不動前のフラヌール書
店へ、本誌35号を届けにいった時に購入した
『編むことは力』（ロレッタ・ナポリオーニ　訳＝佐久
間裕美子／岩波書店）。趣味で編み物にはげんでき
たが、編み物がフェミニズムや社会運動を支え
る重要な活動だとは知らなかった。編み物の一
番良いところは、間違えたら何度でも編み直せ
るところ。（赤波江）

霜田あゆ美さんの短期連載2回目。笑顔の田辺
聖子さんの絵、こちらも思わず笑顔になってし
まう。来年、40歳になる私、そろそろ「中年
もの」が楽しめるかもしれない。お正月休みは

E.Mori

に
は
元
々
、
滝
田

樗
陰
、
坂
本
一
亀

当
館

中
雄
二
（
講
談
社
）
と
い
っ
た
編
集
者
の
旧
蔵
資

料
を
立
て
続
け
に
受
贈
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、

「
こ
れ
ら
を
う
ま
く
融
合
し
活
か
す
こ
と
は
で
き

な
い
か
？
」
と
い
う
こ
と
が
、
そ
も
そ
も
の
企
画

の
発
端
で
し
た
。

実
際
の
展
示
で
は
、
作
品
誕
生
の
裏
側
に
あ
る

作
家
と
編
集
者
の
や
り
取
り
を
、
書
簡
資
料
を
中

心
に
紹
介
。
原
稿
催
促
の
攻
防
、
書
き
直
し
、
泣

き
言
、
果
て
は
お
金
の
前
借
り
ま
で
…
。
あ
る
程

度
、
テ
ー
マ
に
則
し
分
類
す
る
こ
と
を
試
み
ま
し

た
が
、「
安
易
な
分
類
で
、
作
家
の
姿
を
お
も
し

ろ
お
か
し
く
切
り
取
る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
た

い
」
と
い
う
の
が
、
展
覧
会
編
集
の
武
藤
康
史
先

生
が
も
っ
と
も
危
惧
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

私
の
実
務
作
業
面
で
の
苦
労
話
で
い
え
ば
、
登

場
作
家
が
と
に
か
く
多
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
著

作
権
保
護
期
間
内
と
い
う
こ
と
。
展
覧
会
の
準
備

期
間
中
は
、
ほ
ぼ
著
作
権
許
諾
申
請
に
労
力
が
費

や
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
や
は
り
編
集
者
の
苦
労
・

努
力
に
つ
い
て
寄
せ
ら
れ
る
声
が
多
く
、〝
編
集

者
〞
と
い
う
仕
事
に
寄
せ
ら
れ
る
関
心
の
潜
在
性

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
一
度
に
、

色
々
な
作
家
の
直
筆
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
好
評
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
第
2
弾
開
催
希
望
や
、「
校
閲

者
か
く
戦
へ
り
」
も
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
声
に

は
、
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
、
展
示
担
当
者
か
く
語
り
き
で
し
た
。

展
示
担
当
者
か
く
語
り
き

日
本
近
代
文
学
館
　
石
川
賢

大好評だった
日本近代文学館の展覧会
「編集者かく戦へり」
（9月14日から11月23日）
特別寄稿

（
子
息
は
坂
本
龍
一
）
ら
編
集
者

旧
蔵
の
、
大
型
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
あ
り
ま
し
た
。
く
わ
え
て
近

年
、
坂
本
忠
雄
（
新
潮
社
）、
橋

東京の不動前のフラヌール書店、京都のウンベルト
とロンドンブックスに毎号10部ずつ置かせてもら
っている。フラヌールのご主人から、お店の向かい
の高校の先生がいつも持っていかれると聞く。毎年
使っている、卓上日めくりカレンダー「page・a・
day gallery calendar DOG」（N.Y.）の2025年版は
ケースがプラスチックから紙製に。11月、帯状疱
疹に罹って3週間禁酒。『撮るあなたを撮るわたし
を』大山顕が面白い。「探検ファクトリー」の春日

今
月
の
あ
と
が
き

井の椅子工場。おなじみの折りたたみパイ
プ椅子を作った。今やそのデザインにはビ
ンテージの風情がある。最近のオフィスの
椅子がなぜよくなったのかわかる。（日下）

「編集者かく戦へり」会場入口（写真提供 日本近代文学館）



つつぐち・なおひろ
1971年生まれ。「芸術新潮」カメラマン。
幼い子供を写した箱いっぱいのネガフィル
ム。なつかしいイメージは頭の中に残って
いるから、気に入った紙焼きのみ残してお
けばよいのかなと話し合っています。

年ほど前に買ったちくま文庫『鬼太郎夜
話』は「ガロ」での連載をまとめたもの30

で、お金や女の子に弱くタバコをくわえたりする
ちょっとひねた鬼太郎を見ることができる。
私のうちにはその本を夜な夜な枕元に置いて読
んでいた児童がいた。

カメラと歩く 7筒口直弘
調布から西武園へ

その娘に調布の「ゲゲゲのスタンプラリー」に
誘われてついていった。
実は深大寺は生まれて初めて。国宝の白鳳仏も
見ることができ、水木さんのお墓にお参りもした。
その次の週はやはりゲゲゲのイベントをやって
いる西武園ゆうえんちへ出かけた。
（調布のスタンプラリー参加者は割引になる。私
もせこいのだ。）
ここへ来たのは小学校の遠足以来。

今、誰もがスマホで写真を撮る。私は一応デジ
タルカメラで写真を撮る。
家族の写真を撮る時、「そこに立ってみて」と

言う。背景とか雰囲気も残したいなと思う。
古い遊園地、子供の自分が来た場所、30年前
は幼い子供だった人、それを撮っている自分、数
十年後には私はいない、もっと後には子供もいな
い、などうっすら考えている。
職業カメラマンになる前も、ずっとこんな感じ
で写真を撮っていた。
自分はただ写真を撮るのが好きな人なのだ。

この写真に何の意味があるか。
記念写真と言うにはちょっと時間のかかる撮影
に付き合わされる家族はどう思っているのだろう。
とりあえずLINEのアルバムで共有してみる。



の
漫
画
は
、
女
の
ひ
と
が
描
い
た
ん
で
し

ょ
？
　
お
母
さ
ん
の
声
で
読
ん
だ
方
が
リ
ア

ル
じ
ゃ
ん
」。

え
ー
、
う
ー
ん
、
な
る
ほ
ど
。

リ
ア
ル
っ
て
言
葉
、
ど
こ
で
覚
え
た
ん
だ

ろ
う
な
ぁ
。

近
藤
さ
ん
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
を
描
い

た
漫
画
を
、
夜
な
夜
な
声
に
出
し
て
読
む
。

こ
れ
は
こ
れ
で
、
け
っ
こ
う
た
の
し
い
。

横
か
ら
「
そ
れ
っ
て
ど
う
い
う
意
味
？
　

な
ん
で
こ
の
人
は
こ
ん
な
顔
し
て
る
の
？
　

こ
の
絵
は
ど
う
い
う
こ
と
？
」
と
ご
ち
ゃ
ご

ち
ゃ
言
う
息
子
。
だ
か
ら
さ
、
漫
画
は
自
分

の
心
の
中
で
読
ん
で
、
自
分
で
考
え
る
の
が

た
の
し
い
ん
だ
っ
て
ば
。

切
が
上
が
る
の
を
待
っ
て
い
る
と

き
、
と
な
り
で
息
子
が
「
お
…
、
ち

踏…した
…
さ
い
」
と
ブ
ツ
ブ
ツ
言
う
。

「
そ
れ
は
、
お
ま
ち
く
だ
さ
い
、
だ
よ
。
し

ば
ら
く
お
ま
ち
く
だ
さ
い
」
と
教
え
て
あ
げ

る
と
、「
な
ん
で
、〈
く
だ
さ
い
〉
は
〈
下
〉

っ
て
漢
字
？
」
と
問
う
。

さ
ら
に
問
わ
れ
る
。「
街
に
も
駅
に
も
〈
下

さ
い
〉
ば
っ
か
り
書
い
て
あ
る
の
、
な
ん

で
？
」

小
学
校
に
入
る
前
、
文
字
を
覚
え
る
気
が

全
く
な
く
て
、
心
配
だ
っ
た
。「
だ
っ
て
お
母

さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
え
ば
い
い
じ
ゃ
ん
？
」

な
ん
て
、
甘
え
た
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。

最
近
は
、
漢
字
も
少
し
ず
つ
読
め
る
よ
う

オリジナリ36号　付録

あかばえ・はるな　1985年、長崎県生まれ。愛知県
立芸術大学卒業。2010年にビーグラフィックス入
社。2017年9月出産。お正月休みは九州に帰省予定。
息子は「早くこたつに入りたい」と言ってます。

漫画の読み方
赤波江春奈

夕
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
ま
た
ブ
ツ
ブ
ツ
言
う
。

「
ニ
ュ
ー
…
ヨ
ー
ク
…
で
、
…
え
、
な
か
」

近
藤
聡
乃
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
漫
画
『
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
考
え
中
』。

読
ん
で
み
た
い
と
言
う
が
、
漢
字
が
多
く

て
ル
ビ
も
ほ
ぼ
つ
い
て
い
な
い
。「
お
母
さ

ん
が
読
ん
で
よ
」
と
せ
が
ま
れ
て
、
寝
る
前

に
読
み
聞
か
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

で
も
、
漫
画
を
音
読
す
る
、
し
か
も
読
み

聞
か
せ
す
る
っ
て
、
な
ん
か
変
じ
ゃ
な
い

か
？
　
と
思
う
わ
た
し
。

「
漫
画
は
人
に
読
ん
で
も
ら
う
ん
じ
ゃ
な
く

て
さ
、
自
分
の
心
の
中
で
読
む
の
が
た
の
し

い
ん
だ
よ
」
と
文
句
を
言
う
と
「
だ
っ
て
こ

4
巻
ま
で
出
て
い
る
う
ち
の
、
2
巻

に
な
っ
て
き
て
、
う
れ
し
そ
う
。

誰
に
も
教
わ
ら
な
か
っ
た
か
も
。

「
お
母
さ
ん
、
他
に
ど
ん
な
漫
画
持
っ
て

る
？
　
な
ん
か
お
も
し
ろ
い
の
あ
る
？
」

「
ま
ず
は
手
塚
治
虫
と
水
木
し
げ
る
か
な
！

　
そ
れ
か
ら
…
つ
げ
義
春
も
あ
る
け
ど
、
そ

れ
は
君
に
は
ま
だ
早
い
な
…
！
」
と
鼻
息
荒

く
、
熱
く
な
っ
て
し
ま
う
わ
た
し
。

「
そ
れ
っ
て
、
ほ
ん
と
に
ほ
ん
と
に
、
お
も

し
ろ
い
？
」
と
疑
う
息
子
。

「
お
も
し
ろ
い
に
決
ま
っ
て
ん
じ
ゃ
ん
！
」

と
さ
ら
に
熱
く
な
り
、
は
じ
め
て
『
ブ
ッ

ダ
』
を
読
ん
だ
時
の
衝
撃
を
、
語
り
出
す
母
。

ち
ょ
っ
と
だ
け
う
っ
と
う
し
そ
う
な
顔
を

さ
れ
て
し
ま
い
、
反
省
し
て
い
る
。

漫
画
を
読
む
の
が
た
の
し
い

ら
し
い
。『
鬼
滅
の
刃
』
と

『
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
』。

「『
ド
ラ
ン
ゴ
ン
ボ
ー
ル
』

っ
て
さ
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に

〈
ニ
ヤ
ニ
ヤ
〉っ
て
書
い
て
あ

る
ん
だ
よ
。
多
す
ぎ
る
ん
だ

よ
ね
〈
ニ
ヤ
ニ
ヤ
〉」
と
い
う

感
想
。
わ
た
し
の
頭
に
は
、

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
る
ス
ケ
ベ

な
亀
仙
人
の
顔
が
う
か
ぶ
。

我
が
家
の
食
卓
の
、
息
子
の
視

息
子
が
得
意
気
に
言
う
。

「
ぼ
く
知
っ
て
る
よ
。
漫
画

の
モ
ク
モ
ク
っ
て
し
た
形
の

と
こ
ろ
は
心
の
声
で
、
ふ
つ

う
の
丸
の
と
こ
ろ
は
、
し
ゃ

べ
っ
て
る
文
字
で
し
ょ
」

「
へ
〜
、
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て

る
ん
だ
。
学
童
の
先
生
に
教

え
て
も
ら
っ
た
の
？
」
と
尋

ね
る
と
「
そ
ん
な
の
教
え
て

も
ら
わ
な
く
て
も
、
自
分
で

わ
か
っ
た
」
ん
だ
そ
う
だ
。

放
課
後
の
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、

線
の
先
に
は
ち
ょ
う
ど
本
棚
が
あ
り
、

ま
で
読
み
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
。

た
し
か
に
、
漫
画
の
読
み
方
な
ん
て
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